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発行 

2月 第 39号 

船浦中学校 

校長 宮城裕子 

学校教育目標 

○自ら学び,考え,実践する生徒（知） 
○心豊かで,自他を尊び,思いやりのある生（徳） 
○健康で,根気強く,たくましい生徒（体） 

 2 月７日(火)14:00 ～ 令和５年度の本校入学予定者；

上原小学校６年生児童 10 名とその保護者をお招きし新入

生オリエンテーションを開催しました。発足したばかりの新

生徒会執行部が担う初の大きなイベントでしたが、見事にミ

ッションをやり遂げました。生徒会長の下山心夏さんを先頭

に２学年の新リーダーたちが中心になって、来る４月入学予

定の児童に本校の学校紹介を行いました。本校 1,2 年生が

一致団結して小中の違いを説明したり、いつもは正しく着こ

なしている制服のファッションショーに臨み、少し恥ずかしそ

うに悪ぶって校則違反をしたりして、少ぉ～し笑いありの新

生徒会のイベントデビューを飾りました。オリエンテーション

の終了後には、2 ヶ月後に小学校卒業を控えた児童達から

「中学校は少し怖いなぁ～」と期待と不安の入り交じった感

想がありました。優しい先輩達が出迎えてくれます。船中の

制服に身を包んだ新入生のみなさんをお待ちしています。 

今までの出会いに感謝 !!  and 新しい出会いに胸を膨らませて !! 

 

 

昨年に続き（株）南西沖食さん
から受験生へ“合格応援米” 
５ｋｇが届きました。ご家庭で
揃っていただいてくださ～い。 
 おいしいお米をモリモリ 
食べて受検を乗り切ろう!! 
←喜びの笑顔が溢れています。   
 ←本当に嬉しいですね 

授業見学 
２F教頭先生からの諸注意 
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 教頭講和では最後の問題
がわからなかったので、み
んなで協力して解けばわか
ると思った。By 生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２月１日 第 14回スピーチ集会での原稿を一部ご紹介します。ご一読ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                「言葉」 
 言葉は何のためにあるのか。なぜ生まれ、存在し続けるのか。なぜこの１つの星に、複数の言語が存在す
るのか。こうして言葉への考えを文章にするように、伝えたい相手によってその思いによって、言葉はどん
なカタチへも変わってくれる。言葉が生まれたのはきっと思いの先にいるだれかとつながるためだ。これは
Silentというドラマで若年発症型両側性感音難聴を患った佐倉相くんがまだ病気を知らない高校時代に書い
た作文、“言葉”の一部です。皆さんは、対人恐怖症という病気を知っていますか？自分がどう思われてい
るか不安になり、人とかかわることを回避することにより日常生活に支障がでてしまう病気です。私はこの
病気で学校にくることがとても怖く、学校に来ない日の方が多くなっていました。そんな時、Silent という
ドラマがはじまりました。Silent の影響で手話を習う人がふえ、私も昔からやりたかった手話の勉強をはじ
めました。もうやりたい事はがまんしたくない。そう思い生徒会にも立候補しました。伝えたい思いを完ペ
キに言葉にすることができている人はいません。でも思いは、いろいろな方法で伝えることができます。毎
日のように会うから、変化には気づきにくいかもしれないけど、その変化をお互いに気づけるようになって
友達、お互い言い合えるようになって親友、もっとたくさんの周りの変化に気づくことができて、成長、大
人になるということだと思う。人は傷つけられた苦しみを人にぶつけ、人を傷つけます。 
言葉は時に凶器となり、その傷口を治す薬にもなる。言葉とは何なのか、言葉の本当の正しい使い方とはな
んなのかその答えを見つけて、相手を考えられる強い人になりたい。 

 

心夏さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 社会とかの問題は答えがどん
どん変わっていくことを知って
ビックリした。講和を聞いてなぜ
そうなるのかなど考えていきた
いと思いました。今日出された問
題は少し難しいと思ったので解
けるようにしたいです。By 生徒 

 

 

２月８日の教頭講話「考えよう！」と題して比嘉利博教頭先生がお話
してくださいました。比嘉教頭は社会科の先生です。世の中の情報や
知識は時代とともに変わることがある。なぜ？どうしてかな？と考え
たり、わからないことは他者との対話を通して、また協力して意見交
換したりすると視野も広がります。地域や文化が異なると常識も変わ
ってくるなどとても興味深い学びの時間でした。 
比嘉教頭先生ありがとうございました。 

杏奈さんお見事 


